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 はじめに

本資料の目的と対象者

本資料は、電線・ケーブルの chemSHERPA-AI 作成方法及び事例について記載したもので、

電線メーカーが chemSHERPA-AI をスムーズに作成出来るようにすることを目的としている。

 chemSHERPA-AI
アーティクルマネジメント推進協議会 （JAMP※） 作成の成形品用化学物質情報伝達ツール

詳しくは巻末の JAMP のホームぺージを参照。

尚、本資料では、chemSHERPA-AI によって作成された化学物質情報のことも指す。

※ JAMP：Joint Article Management Promotion-consortium
製品 （アーティクル）が含有する化学物質等の情報を適切に管理し、サプライチェーンの中で円滑に開示・伝達す
るための具体的な仕組みをつくり、その普及に努めている組織。

※ 本書に記載された情報の利用にあたっては各自の判断に基づき行うものとし、一般社団法人 日本電

線工業会はそれによって生じた一切の損害については責任を負いかねます。
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 電線・ケーブル chemSHERPA-AI 作成方法

作成の流れ （手順）

手順 1 構造・材料・質量の把握

手順 2 化学物質含有情報の入手

手順 3 組成・化学変化の把握

手順 4 化学物質リスト作成

手順 5 chemSHERPA-AI 作成

手順 6 報告
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電線・ケーブル chemSHERPA-AI 作成 － 作成の流れ（手順） －

手順 項目 内容

手順 1 構造・材料・質量の把握
設計書・図面・部品表などから対象製品の構造、材料、質量を把
握する。

手順 2 化学物質含有情報の入手
製品を構成する各材料の化学物質含有情 （chemSHERPA） を
川上メーカー （サプライヤー）から入手する。

手順 3 組成・化学変化の把握 自社製造工程における材料の組成・化学変化を把握する。

手順 4 化学物質リスト作成
製品の構成部位毎に材質、化学物質のリストを作成 （下書き）す
る。

手順 5 chemSHERPA-AI 入力
chemSHERPA-AI データ作成支援ツールを起動し、下書きデー
タを入力し、選択追記する。必要に応じて SCIP 情報を入力する。

手順 6 報告 chemSHERPA-AI 専用ファイル （.shai） で報告

5



JCMA proprietary

電線・ケーブル chemSHERPA-AI 作成 － 手順 1 構造・材料・質量の把握 －

設計書・図面・部品表などから対象製品の構造、材料、質量を把握

例：ビニルキャブタイヤ丸形コード （ VCTF 2 × 0.75 mm2 規格：JIS C 3306 ）

VCT 2 ｘ 0.75 mm2

⑥⑤④③②①

①

②

③ ④

⑤

部位 材料
厚さ

（mm）

外径

（mm）

部位質量

（g / m ）

サプライヤ
ー

自社加工
製品質量

（g/m）

① 導体 軟銅より線 （30 / 0.18 A ） － 1.1 14.0 A社 撚り合せ

50

② 絶縁体 ＰＶＣコンパウンド 0.6 2.3 9.0 B社 押出成形

③ 介在 綿糸 － 4.6 5.0 C社 撚り合せ

④ テープ 紙 0.1 4.8 2.0 D社 押え巻き

⑤ シース ＰＶＣコンパウンド 1.0 6.8 20.0 E社 押出成形

⑥ 表示 インキ － 6.8 0.0 （微量） Ｆ社 マーキング

構造図

部品表の例
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電線・ケーブル chemSHERPA-AI 作成 － 手順 2 化学物質含有情報の入手 －

化学物質含有情報 （chemSHERPA） を川上メーカーから入手

 入手の際の注意点は以下のとおり。

【化学物質含有情報を川上メーカー （サプライヤー） へ要請する際の注意点】

 “法規制等で有害性が示されている物質を情報伝達” するという JAMP の考え方への理解を

お願いする。

 均質材料毎に、最大含有率にて化学物質情報を報告するよう要請する。

【サプライヤー （川上メーカー） から入手したchemSHERPAの確認の際の注意点】

 最新バージョンに基づいているか。

 報告された化学物質には CAS 番号が記載されているか。

 化学品 （ chemSHERPA-CI ） は .shci ファイル、成形品 （ chemSHERPA-AI ） は .shai ファイ

ルで受領しているか。
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電線・ケーブル chemSHERPA-AI 作成 － 手順 3 組成・化学変化の把握（１/２） －

自社工程内での材料組成・化学変化を把握する。 （１/２）

B 社から PVC コンパウンドの chemSHERPA-CI 
を入手

【主成分】

樹脂、可塑剤、添加剤

【報告物質】

フタル酸ビス （2-エチルヘキシル） （117-81-7）

C社から綿糸の chemSHERPA-CI を入手

【主成分】

天然繊維

【報告物質】

該当なし

A社から軟銅線の chemSHERPA-CI を入手

【主成分】 銅

【報告物質】 銅 （7440-50-8）

撚り合せ
（組成変化なし）

押出成形
（組成変化なし）

撚り合せ
（組成変化なし）

chemSHERPA-AI への記載項目

【材質用途】 1. 母材

【分類記号】 R 311
【名称】 銅 （例 : ケーブルハーネスの銅）

【報告物質】

銅 （7440-50-8）

chemSHERPA-AI への記載項目

【材質用途】 2. 被覆

【分類記号】 P 514
【名称】 PVC
【報告物質】

フタル酸ビス （2-エチルヘキシル）（117-81-7）

chemSHERPA-AI への記載項目

【材質用途】 1.母材

【分類記号】 N 713
【名称】 繊維

【報告物質】 該当なし
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電線・ケーブル chemSHERPA-AI 作成 － 手順 3 組成・化学変化の把握 （２/２） －

自社工程内での組成・化学変化を把握する。 （２/２）

E社からPVCコンパウンドのchemSHERPA-CIを入手

【主成分】

樹脂、可塑剤、添加剤

【報告物質】

フタル酸ビス （2-エチルヘキシル）（117-81-7）

三酸化アンチモン （1309-64-4）

F社からインキのchemSHERPA-CIを入手

【主成分】

顔料、溶剤

【報告物質】

トルエン（108-88-3）

D社からテープのchemSHERPA-CIを入手

【主成分】

天然繊維（紙）

【報告物質】 該当無し

押え巻き
（組成変化なし）

押出成形
（組成変化なし）

マーキング
（溶剤揮発）

chemSHERPA-AIへの記載項目

【材質用途】 1.母材

【分類記号】 N712
【名称】 紙

【報告物質】 該当なし

chemSHERPA-AIへの記載項目

【材質用途】 2.被覆

【分類記号】 P 514
【名称】 PVC
【報告物質】

フタル酸ビス （2-エチルヘキシル）（117-81-7）

三酸化アンチモン （1309-64-4）

chemSHERPA-AIへの記載項目

【材質用途】

12.（表面処理系）マーキング

【分類記号】 S401
【名称】 塗膜樹脂

【報告物質】 該当なし
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電線・ケーブル chemSHERPA-AI 作成 － 手順 ４ 化学物質リスト作成 －

 製品の構成部位毎に、材質、化学物質のリストを作成する （下書き）。

 サプライヤーから収集した情報と、自社工程での組成・化学変化の結果を整理するためのリスト
（下書き） を作成する。 (フォーマットは特に限定はしない。)

部位 材料
厚さ

（mm）

外径

（mm）

部位質量

（g / m ）

chemSHERPA 含有情報に加え

自社工程での組成・化学変化を反映

① 導体 軟銅より線 （30 / 0.18 A ） － 1.1 14.0
（7.0 / 心）

銅 （7440-50-8）：100 %

② 絶縁体 ＰＶＣ コンパウンド 0.6 2.3
9.0

（4.5 / 心）
DEHP（※）（117-81-7 ）： 25 %

③ 介在 綿糸 - 4.6 5.0 なし

④ テープ 紙 0.1 4.8 2.0 なし

⑤ シース ＰＶＣ コンパウンド 1.0 6.8 20.0 DEHP （117-81-7 ） ： 30 %
三酸化アンチモン （1309-64-4 ）： 2 %

⑥ 表示 インキ － 6.8 0.0 （微量） 該当なし［トルエン （溶剤）］ ⇒ （揮発）

(※) DEHP：フタル酸ビス ( 2-エチルヘキシル )

10

 リスト （下書き） の例



JCMA proprietary

電線・ケーブル chemSHERPA-AI 作成 － 手順 5 chemSHERPA-AI 入力 （１/１１） －

chemSHERPA–AI 作成フローチャート

11

エラー修正
有

無

有

無

エラー修正
有

無

エラー修正
有

無

“ 出 力 ”  ボ タ ン を 押 す

.shai ファイルの出力

“ 遵 法 判 断 情 報 画 面 へ 移 動 ” ボ タ ン を 押 す

エラー修正判定対象
有無確認

・ 報 告 用 途 お よ び 報 告 閾 値 か ら 含 有 判 定 の 選 択
・ 用 途 コ ー ド の 選 択

エラー有
無 確認

“エラーチェック”  ボタンを押す

“ 確 定 ”  ボ タ ン を 押 す

S C I P 情 報 の 入 力

“ 成 分 表 示 ” ボ タ ン を 押 す

階 層 、 部 品 、 材 質 、 物 質 、
任 意 報 告 の 入 力 、 選 択

“エラーチェック” ボタンを押す

エラー有
無 確認

“ 確 定 ボ タ ン ” を 押 す

S C I P 情 報 を 入 力 す る

・ 発 行 者 承 認 者 情 報 の 入 力
・ エ リ ア 情 報 、 S C I P 情 報 の 選 択

・ 製 品 情 報 の 入 力

“ 判 定 対 象 ” の “ O N の み 表 示 ”  に チ ェ ッ ク

エラー有
無 確認

“エラーチェック” ボタンを押す

“ 基 本 情 報 画 面 へ 戻 る ”  ボ タ ン を 押 す

“ 成 分 → 遵 法 判 断 変 換 ” ボ タ ン を 押 し 、
対 象 物 質 と 判 定 対 象 と を 紐 付 け

基本情報画面

基本情報画面

成分情報画面

遵法判断情報画面
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電線・ケーブル chemSHERPA-AI 作成 － 手順 ５ chemSHERPA-AI 入力 （２/１１） －

 基本情報の入力

① “整理番号” 、“作成日”を入力する。

③ 会社名・担当者名を確認する。

④ “エリア” にチェックする。
（例：IEC 62474）。

② “伝達事項” にチェックする。
（通常は成分情報・遵法判断

情報の両方）

⑤ 製品情報を入力する。
（英文名で入力）。

① ②

③

④

⑤

12
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① SCIP情報
“成分情報”、“遵法判断情報”の
両方にチェックを入れる。
（SVHCが無くても 「無いことを確
認した」 の証拠としてチェックを入
れる。）

② 入力状況
“成分情報”、“遵法判断情報”の
“確定” の後ろに “（SCIP有）”の
表示があることを確認する。

電線・ケーブル chemSHERPA-AI 作成方法 － 手順 5 chemSHERPA-AI 入力 （３/１１） －

13

①

②

 SCIPデータの入力方法（基本情報画面）

基本情報画面
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 成分情報の入力と確定

①③
④

②

③① ①
⑤

② “Articleフラグ表示” をクリックする。

③ 部品および材質のArticleフラグを確認する。
設定する場合は “ON” を選択する。

① 成分情報を入力する。 ④ “エラーチェック” をクリックする。エラーが出た場合は修
正し、再度クリックする。

⑤ “確定” をクリックする。

電線・ケーブル chemSHERPA-AI作成 － 手順 5 chemSHERPA-AI 入力 （４/１１） －

14
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① SVHC
“該当” 又は “物質用途” に記載があ

ることを確認する。（未記載もしくは
Not-Relevant の場合はSCIP 情報の
入力は不要。）

② 確定ボタン （※ 注 ）
成分情報を確定することで SCIP 情報
画面が自動で表示される。

③ SCIP 情報画面表示

（任意で立ち上げる場合）
“ファイル” のメニュー内にある
“SCIP 情報画面表示” を押すと
SCIP 情報を入力する画面が立ち上
がる。

※ 注
SVHCが無い “該当” 又は “物質用途”
が未記載もしくは “物質用途” に Not-
Relevant） とある場合は SCIP 情報入
力画面は自動で表示されない。
（ ③をすれば表示される。）

 SCIP データの入力方法 （成分情報画面）

電線・ケーブル chemSHERPA-AI 作成方法 － 手順 5 chemSHERPA-AI 入力 （５/１１） －

15

①

②

③

成分情報画面
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① ② ③ ④

① Article Category （TARICコード）

自身の製品が該当する 「TARIC コード」 を入力する。

TARICコードが10桁に満たない場合は後ろに 「0」 を足し10桁にする。

TARICコード調べ方は以下のサイトを使用する。

【TARIC】
https://ec.europa.eu/taxation_customs/dds2/taric/taric_consultation.
jsp?Lang=en

TARIC コードが不明な場合は以下のサイトで 4~6 桁のHSコードを調べ

、上記の TARIC コードサイトで細則部分を確認しながら 6~10桁 のコー

ドを調べる。

【実行関税率表】
https://www.customs.go.jp/tariff/2020_4/index.htm

② Production in European Union
EU域内で製造されたか否かの情報。適切な情報をプルダウンから選択

する。
③ Safe use instruction

安全な使用に関する情報、フリーテキスト入力デフォルトの 「No need to 
provide safe use information beyond the identification of the 
Candidate List substance」 を使用して良い。

④ Material Category以下

成分情報から自動で転記される。

Material Category が空欄の場合は選択ボタンで表示される候補から選

択する。 但し、材料あたりの最大含有率が 0.1 %を超えていないものに

関しては記入は不要。

 SCIPデータの入力方法（成分情報画面）

電線・ケーブル chemSHERPA-AI 作成 － 手順 5 chemSHERPA-AI 入力 （６/１１）－

16

成分情報画面

https://ec.europa.eu/taxation_customs/dds2/taric/taric_consultation.jsp?Lang=en
https://www.customs.go.jp/tariff/2020_4/index.htm
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 遵法判断情報の入力と確定

⑥ “エラーチェック” をクリックする。エラーがなければ、⑦ “確定” をクリックする。

① 含有判定 「Y」 又は 「N」 を入力する。
（報告用途に該当し、報告閾値以上 の場合は 「 Y」、それ以外は 「N」）

② 「Y」 の場合は、含有率、使用用途、部位を入力する。
必要に応じて用途コードを入力する。

① ②

③

③ “成分→遵法判断変換” をクリックすることで、自
動変換される。

④

⑤

⑥ ⑦

④ “Yのみ表示” をチェックする。

電線・ケーブル chemSHERPA-AI 作成 － 手順 5 chemSHERPA-AI 入力 （７/１１） －

17

遵法判断情報画面

⑤ 最初は 「Entry Y」 と表示される。対象物質、報告用途、閾値を確認して、「Y」 又は 「N」 を入力する。
含有率、含有量、使用用途・部位を確認し、必要に応じて用途コードを入力する。
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① 参照法規制、含有判定

“参照法規制” 及び “含有判定” を確認し、SVHC の含有判定に

「 Y 」 がある場合、遵法判断情報を確定すると SCIP 情報画面

が自動で表示される。

①

②

② SCIP情報画面表示 （ 任意で立ち上げる場合 ）

“ ファイル” のメニュー内にある “SCIP 情報画面表示” を押すと

SCIP 情報を入力する画面が立ち上がる。

 SCIP データの入力方法（遵法判断情報画面）

電線・ケーブル chemSHERPA-AI 作成 － 手順 ５ chemSHERPA-AI 入力（８/１１） －

18

遵法判断情報画面
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① Material Category
成分情報から自動で転記される

Material Category が空欄の場合は選択ボタンで表示される

候補から選択する。

① ②

② Article Category 以下

成分情報 （SCIP 情報） と同様の方法で入力する。

（ Article Category （TARIC コード） 入力の具体的な説明は別ペ

ージ参照）

 SCIPデータの入力方法 （遵法判断情報画面）

電線・ケーブル chemSHERPA-AI 作成 － 手順 ５ chemSHERPA-AI 入力 （９/１１） －

19

遵法判断情報画面
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 Article Category （TARICコード） の調べ方（その1）

 HS コードを調べる
日本の関税分類を参考に4~6桁（HSコード）を調べる

【実行関税率表】
https://www.customs.go.jp/tariff/2020_4/index.htm

①

① 分類
製品が該当する類を検索する。
類が見つかったら、“税率” を押すと ② のページが開く。

②

② 品名、HSコード
“品名” から製品が該当する項目を検索する。
品名が見つかったら、その HSコード を記録する。

電線・ケーブル chemSHERPA-AI 作成 － 手順 ５ chemSHERPA-AI 入力 （１０/１１） －

20
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 Article Category （TARICコード） の調べ方 （その2）
 TARICコードを調べる

品目コードを使用してTARICコードを調べる

【TARIC】

https://ec.europa.eu/taxation_customs/dds2/taric/taric_consultation.jsp?Lang=en

③

④

③ Goods code、Origin/destination
Goods codeにHSコードを入力。

Origin/destinationでJapan-JPをプルダウンから選択。

2点入力したら“Retrieve Measures” を押して検索。

※ HSコードが 6 桁に満たず検索結果が出ない場合は後ろに
「0」 を足して 6 桁にする。

④ TARICコード

製品が該当する内容を検索し、見つかったら、左側に記載のある

数字が 「TARIC コード」 となる。

※ TARIC コードが 10 桁に満たない場合は後ろに 「0」 を足して
10 桁にする。

電線・ケーブル chemSHERPA-AI 作成 － 手順 ５ chemSHERPA-AI 入力 （１１/１１） －
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電線・ケーブル chemSHERPA-AI作成 － 手順 ６ 報告（１/３） －

 chenSHERPA-AI での報告の流れ

成分情報の入力と確定
遵法判断・SCIP 情報の入力と確定

chemSHERPA-AI （一時保存） データの出力

chemSHERPA-AI （正規） データの承認/出力

【パターン２】
川下メーカからの依頼ファイルに入力して報告

（依頼回答型）

【パターン１】
新規作成して川下メーカに報告

（提供型）

 chemSHERPA-AI で川下メーカに報告する場合、次の２パターンの回答方法がある。

依頼ファイルの内容に従って
成分・遵法判断・SCIP 情報を入力

基本情報の入力 依頼ファイルの読み込みと基本情報入力

手順 5で説明

chemSHERPA-AI （一時保存）データの出力

chemSHERPA-AI （正規） データの承認/出力

手順 5で説明

※ 出力されたchemSHERPA-AI （正規）ファイル （拡張子 : .shai） を川下メーカへ報告

22
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 chemSHERPA-AI（一時保存）ファイルの出力

① 製品名のチェックボックスにチェックを入れる。

③ 発行日を入力する。

⑤ エラーチェック” をクリックする。エラーが出た
場合は修正し、再度クリックする。

④ 成分情報、遵法判断情報が確定されているこ
とを確認する。

⑥ “一時保存”をクリックする。

② 含有判定の有無が正しいか再確認する。

“一時保存ファイル” を承認者へ送付する。

⑦ “OK” をクリックし、保存先を指定し、“保存”をクリ
ックする。

電線・ケーブル chemSHERPA-AI 作成 － 手順 ６ 報告（２/３）－

23

①

② ③ ④

⑤ ⑥

⑦

基本情報画面
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 chemSHERPA-AI（正規）データの承認/出力

①

②

③

④

① 承認日を入力する。

④ “出力 （承認） ”をクリックする。

② 承認者名を確認する。

③ 製品名のチェックボックスにチェックを入
れる。

chemSHERPA-AI （正規） ファイル
（ 拡張子が.shai ） を川下メーカへ送付。

⑤ “承認 / 出力” をクリックする。
保存先を指定し、“保存”をクリックする。

⑤

電線・ケーブル chemSHERPA-AI 作成 － 手順 ６ 報告（３/３）－

24

基本情報画面
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 chemSHERPA–AI 作成事例

① 600 V 耐燃性ポリエチレンケーブル

② 600 V  架橋ポリエチレン絶縁ビニルシースケーブル

③ 600 V 機器配線用ビニル絶縁電線

④ ビニルキャブタイヤコード

⑤ コネクタ付き電源コード

⑥ エナメル線

⑦ ６００ V 屋内用ビニル絶縁電線

⑧ UL 機器電線
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部位 材料
厚さ

（mm）

外径

（mm）
員数

部位質量

（ g / m ）

製品質量

（ g / m ）

① 導体 軟銅より線 （ 7 / 0.6 ） － 1.8 1 17.8

26.3001② 絶縁体 耐燃性ポリエチレン 0.8 3.4 1 8.5

③ 表示 インキ － 3.4 1 0.0001

【製品情報】
 導体の数、絶縁体の数（員数） : 1
 導体 ： JIS C 3102準拠の “電気用軟銅線”

電線・ケーブル chemSHERPA-AI 作成事例 － ① 600 V 耐燃性ポリエチレン絶縁電線 （１/４） －

（断 面）

① ② ③②①

EM IE/F 2mm2

【構造図】

【構造表】

26
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■ 基本情報画面

基本情報画面で “成分” の “表示” ボタンを押すと成分情報画面、
“遵法” の “表示” ボタンを押すと遵法判断画面に変わる。

総質量 （g）を入力。 報告する単位は1 mあたりの質量。

電線・ケーブル chemSHERPA-AI 作成事例 － ① 600 V 耐燃性ポリエチレン絶縁電線 （２/４）－

27
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電線・ケーブル chemSHERPA-AI 作成事例 － ① 600 V 耐燃性ポリエチレン絶縁電線 （３/４） －

各部位の質量 （g） を入力。 報告する物質を選択。 報告物質の最大含有率を入力。
員数は各部位1として記載。

・各部位の名称を半角英数字で入力。
・絶縁電線という1つの機能を持つアーティクルの単位で1部品。

①
②
③

該当する法規制を入力。

■ 成分情報画面

28



JCMA proprietary

①
③②

① “成分→遵法判断変換” を押すと、成分
情報に準じた判定をすることができる。
（判定後のログ表示は閉じてOK。）

② “判定対象” タブの“ONのみ表示” をチェ
ックすることで、該当する対象物質のみを
抽出することができる。

③ “含有判定” タブにて、それぞれの法規制
に準じた判断をする。基本的には報告閾
値以上の場合は「Y」、それ以下の場合
は 「N」 と選択する必要がある。
（一度 「N」 にすると含有量などがクリアさ
れるため注意する。）

■ 遵法判断情報画面

電線・ケーブル chemSHERPA-AI 作成事例 － ① 600 V 耐燃性ポリエチレン絶縁電線 （４/４） －

29
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【製品情報】
 導体の数、絶縁体の数 （員数）は 3、その他の数（員数）は 1。

 導体 ： JIS C 3102 準拠の“電気用軟銅線” 。

 含有化学物質

絶縁体 ： ジブチル錫ジラウレート （ 0.0001 ％）

シース ： PVC                             （ 50.9 ％）

ステアリン酸鉛 （ 0.6 ％）

三塩基性硫酸鉛 （ 1.4 ％）

DEHP                          （ 25.5 ％）

部位 材料
厚 さ

（mm）

外径

（mm）
員数

部位質量

（g / m ）

製品質量

（g / m ）

① 導体 軟銅より線 （ 7 / 1.0 ） - 3.0 3 49.80

282.1901

② 絶縁体 架橋 PE 1.0 5.0 3 12.90

③ 介在 PP - 11.5 1 12.67

④ シース ＰＶＣ コンパウンド 1.5 14.5 1 81.42

⑤ 表示 インキ - 14.5 1 0.0001

電線・ケーブルchemSHERPA-AI 作成事例 － ② 600 V 架橋ポリエチレン絶縁ビニルシースケーブル （１/５） －

【構造図】

【構造表】
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600V CV 3ｘ
5.5mm2

④③②①

600V CV 3 ｘ 5.5mm2

⑤① ② ③

④

（断 面）
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■ 基本情報画面

総質量 （g） を入力。 報告する単位は1mあたりの質量。
基本情報画面で “成分” の “表示” ボタンを押すと成分情報画面、
“遵法” の “表示” ボタンを押すと遵法判断画面に変わる。

エリア、SCIP 情報のチェック
を入れておく。

※ 製品名は英語で記入

電線・ケーブル chemSHERPA-AI 作成事例 － ② 600 V 架橋ポリエチレン絶縁ビニルシースケーブル （２/５） －
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■ 成分情報画面

各部位の質量（g）を入力。各部位の名称を半角英数字で入力

報告する物質を選択

報告物質の最大含有率を入力

導体と絶縁体の員数は
3 として記載

①
②
③

④

⑤

シースの材料、PVC混合物 81.4 g 中には、0.6 ％ のステアリン酸鉛、
1.4 ％ の三塩基性硫酸鉛、25.5 ％ の DEHP が含まれている。

該当する法規制が入
力されている。

電線・ケーブル chemSHERPA-AI 作成事例 － ② 600 V 架橋ポリエチレン絶縁ビニルシースケーブル （３/５） －

32



JCMA proprietary

①
③②

① “成分→遵法判断変換” を押すと、成分
情報に準じた判定をすることができる。

（判定後のログ表示は閉じてOK。）

② “判定対象” タブの “ONのみ表示” をチ
ェックすることで、該当する対象物質のみ
を抽出することができる。

③ “含有判定” タブにて、それぞれの法規制
に準じた判断をする。基本的には報告閾
値以上場合は 「Y」、 それ以下の場合は
「N」 と選択する必要がある。

（一度 N にすると含有量などがクリアされる
ため注意。）

■ 遵法判断情報画面

電線・ケーブル chemSHERPA-AI 作成事例 － ② 600 V 架橋ポリエチレン絶縁ビニルシースケーブル （４/５） －

33
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④

④ “含有判定” を 「Y」 にしたとき、用途コードの入力が必要
な場合がある。ダブルクリックで ④ のような画面が開い
たら該当項目を選択。

■ 遵法判断情報画面

電線・ケーブル chemSHERPA-AI 作成事例 － ② 600 V 架橋ポリエチレン絶縁ビニルシースケーブル （５/５）－
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部位 材料
厚さ

（m m ）

外径

（m m ）
員数

部位質量

（g / m ）

製品質量

（g / m ）

① 導体 軟銅より線 （ 98 / 0.32 ） － 3.7 1 51.5

68.0001② 絶縁体 ＰＶＣ コンパウンド 1.2 6.1 1 16.3

③ 表示 インキ － 6.1 1 0.0001

【製品情報】
 導体の数 （員数） ： 1
 絶縁体の数 （員数） ： 1
 導体 ： JIS H 2121 準拠の “電気用銅軟銅線”

 含有物質 ： 絶縁体

PVC    （40 ％）

TOTM （30 ％）

電線・ケーブル chemSHERPA-AI 作成事例 － ③ 600 V 機器配線用ビニル絶縁電線 （１/４） －

【構造図】

【構造表】
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③②①

KIV 8mm2

① ②
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■ 基本情報画面

基本情報画面で “成分” の “表示” ボタンを押すと成分情報画面、
“遵法” の “表示” ボタンを押すと遵法判断画面に変わる。

総質量 （g）を入力する。 報告する単位は1mあたりの質量。

電線・ケーブル chemSHERPA-AI 作成事例 － ③ 600 V 機器配線用ビニル絶縁電線 （２/４） －
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各部位の質量（g）を入力。

・各部位の名称を半角英数字で入力。
・絶縁電線という1つの機能を持つアーティクルの単位で1部品。

報告する物質を選択。

報告物質の最大含有率を入力。

部品の員数：1

①
②

③

該当する法規制を入力。

■ 成分情報画面

電線・ケーブル chemSHERPA-AI 作成事例 － ③ 600 V 機器配線用ビニル絶縁電線 （３/４） －

37

絶縁体の材料、PVC 混合物 16.3 g 中には、40 ％ の PVC （任意報告）、
30 ％ のトリメリット酸トリス （2-エチルヘキシル）、2.1 ％ の三酸化二アンチモン、
0.05 ％ の DEHP、0.25 ％ のビスフェノール A が含まれている。
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① “成分→遵法判断変換”を押すと、成分
情報に準じた判定をすることができる。
（判定後のログ表示は閉じてOK。）

② “判定対象”タブの “ONのみ表示” をチェ
ックすることで、該当する対象物質のみを
抽出することができる。

①③②

■遵法判断情報画面

電線・ケーブル chemSHERPA-AI 作成事例 － ③ 600V 機器配線用ビニル絶縁電線 （４/４） －

③ “含有判定” タブにて、それぞれの法規制に
準じた判断をする。基本的には報告閾値以
上場合は 「Y」、それ以下の場合は 「N」と選
択する必要がある。

（一度 N にすると含有量などがクリアされるた
め注意する。）
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部位 材料
厚さ

（mm）

外径

（mm）
員数

部位質量

（g / m ）

製品質量

（g / m ）

① 導体 軟銅より線 （ 30 / 0.18 A ） － 1.1 2 7.0

50.0001

② 絶縁体 ＰＶＣコンパウンド 0.6 2.3 2 4.5

③ 介在 綿糸 － 4.6 1 5.0

④ テープ 紙 0.1 4.8 1 2.0

⑤ シース ＰＶＣコンパウンド 1.0 6.8 1 20.0

⑥ 表示 インキ － 6.8 1 0.0001

【製品情報】
 導体の数 （員数） ： 2
 絶縁体の数 （員数）： 2
 その他の数 （員数） ： 1
 導体 ： JIS C 3102 準拠の “電気用軟銅線”

 化学物質情報

絶縁体 ： PVC （60 ％）、DEHP （ 25 ％）

シース ： PVC （50 ％）、DEHP （ 30 ％）

三酸化アンチモン （ 2 ％）

電線・ケーブル chemSHERPA-AI 作成事例 － ④ ビニルキャブタイヤコード （１/５） －

【構造図】

【構造表】
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⑥⑤④③②①

（断 面）

① ②
③

④

⑤

VCT 2 ｘ 0.75 mm2
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■ 基本情報画面

総質量 （g） を入力。 報告する単位は1mあたりの質量。
基本情報画面で “成分” の “表示” ボタンを押すと成分情報画面、
“遵法” の “表示” ボタンを押すと遵法判断画面に変わる。

製品名は英語で記入

エリア、SCIP 情報にチェックをいれる。

電線・ケーブル chemSHERPA-AI 作成事例 － ④ ビニルキャブタイヤコード （２/５） －
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■ 成分情報画面

各部位の質量 （g）を入力。各部位の名称を
半角英数字で入力。

報告する物質を選択。 報告物質の最大含有率を入力。

導体と絶縁体の員数：2

①

③
④

②

⑤

該当する法
規制を入力。

⑥

・ 絶縁体の材料、PVC
混合物 4.5g 中には、
60 ％の PVC（任意報
告）、25 ％のDEHPが
含まれている。

・ シースの材料、PVC 混
合物 20g 中には 55
%の PVC（任意報告）
、30 ％のDEHP、2 ％

の三酸化二アンチモン
が含まれている。

電線・ケーブル chemSHERPA-AI 作成事例 － ④ ビニルキャブタイヤコード （３/５） －
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■ 遵法判断情報画面

①

③②

① ”成分→遵法判断変換“ を押すと、成分
情報に準じた判定をすることができる。
（判定後のログ表示は閉じてOK。）

② “判定対象” タブの “ONのみ表示” をチ
ェックすることで、該当する対象物質のみ
を抽出することができる。

③ ”含有判定“ タブにて、それぞれの法規制に
準じた判断をする。基本的には報告閾値以
上場合は 「Y」、それ以下の場合は 「N」 と
選択する必要がある。
（一度 N にすると含有量などがクリアされる
ため注意する。）

電線・ケーブル chemSHERPA-AI作成事例 － ④ ビニルキャブタイヤコード （４/５） －

42



JCMA proprietary

■ 遵法判断情報画面

④ “含有判定” を 「Y」 にしたとき、用途コードの入力が必要な

場合がある。ダブルクリックで ④ のような画面が開いたら、
該当項目を選択。

④

電線・ケーブル chemSHERPA-AI 作成事例 － ④ ビニルキャブタイヤコード （５/５） －

43



JCMA proprietary

部材 部位 材料 仕様 員数
部位質量

（ g / 個 ）

製品質量

（ g / 個 ）

①

ケーブル

導体 軟銅より線 （50 / 0.18 A ） JIS C 3102 3 11.7

129.289

② 絶縁体 ＰＶＣコンパウンド 3 5.7
③ シース ＰＶＣコンパウンド 1 41.4
④ 表示 インキ 1 0.001

⑤

コンセント

コンタクト
プレート刃

銅合金 JIS H 3250
2

5.15
ニッケルメッキ 0.005

⑥ ハンダ 無鉛ハンダ 1 0.8
⑦ モールド絶縁 ＰＶＣコンパウンド 1 24.0

⑧ 端子 1.25-4 端子
銅

1
0.575

スズメッキ 0.003

【製品情報】
 ケーブル部 ： 充実型 VCTF 3 ×1.25 mm2 を 1 m 使用

導体： JIS C 3102 準拠の “ 電気用軟銅線 ”

 コンセント部 ： プレート刃： JIS H 3250 準拠の “ 銅合金 ”

 化学物質 :
•ケーブル部

絶縁体 : PVC （50 %）、DINP （24 ％）

シース ： PVC （40 %）、DINP （27 ％）、三酸化アンチモン （0.16 ％）

• コンセント部 ： メッキ等

電線・ケーブル chemSHERPA-AI 作成事例 － ⑤ コネクタ付き電源コード （１/５）－

【構造図】

【構造表】

44

②

③

④

VCTF 3ｘ1.25mm2

⑤

⑥

⑦ ⑧

①
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総質量（g）を入力。 報告する単位は加工品1個あたりの質量。

作成したchemSHERPA-AI
ファイルを出力し保存する。

遵法判断を行う場合は、エリアにチェックマークを入れる。
SCIP 情報が必要な場合は、各情報へチェックマークを入れる。

エラーチェックボタンを押し、
入力内容の確認を行う。

会社情報を入力する。

電線・ケーブル chemSHERPA-AI 作成事例 － ⑤ コネクタ付き電源コード （２/５）－

■ 基本情報画面

45

基本情報画面で “成分” の “表示” ボタンを押すと成分情報画面、
“遵法” の “表示” ボタンを押すと遵法判断画面に変わる。
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■ 成分情報画面

電線・ケーブル chemSHERPA-AI 作成事例 － ⑤ コネクタ付き電源コード （３/５）－

各部位について
質量 （g）を入力。

各部位の名称を
半角英数字で入力。

選択ボタンを押し、報告する
物質を選択。

物質の最大含有率 （%）を入力。部位毎の員数を入力。

①

②

⑤

③

④

⑥

⑦

⑧

選択ボタンを押し
、材質を選択。

確定ボタンを押し、成分情報を確定する。
エラーチェックボタンを押し、
入力内容の確認を行う。

遵法判断情報画面に移動ボタンを押すと、遵法判断情報画面へ遷移する。
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■ 遵法判断情報画面

“成分→遵法判断変換” ボタンを押し、
対象物質と判定対象を紐付ける。

対象物質毎に報告用途および報告閾値を確認
し、“含有判定” で 「Y」 又は 「N」 を選択する。

“判定対象” タブの “ONのみ表示” にチェック
マークを入れ判定対象の対象物質を表示する。

電線・ケーブル chemSHERPA-AI 作成事例 － ⑤ コネクタ付き電源コード （４/５）－
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“用途コード” の入力が必要な場合は、枠をセミ
ダブルクリックし、用途コードを選択する。

“確定” ボタンを押し、遵法
判断情報を確定する。

“エラーチェック” ボタンを押
し、入力内容の確認を行う。

“基本情報画面へ戻る” ボタンを押すと、
基本情報画面へ遷移する。

■ 遵法判断情報画面

電線・ケーブル chemSHERPA-AI 作成事例 － ⑤ コネクタ付き電源コード （５/５）－
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部位 材料
厚さ

（mm）

外径

（mm）
員数

部位質量

（g / m ）

製品質量

（g / m ）

① 導体 軟銅線 － 1.2 1 10.088

10.282② 絶縁体 熱硬化性樹脂 0.026 1.252 1 0.193

③ 絶縁体 （潤滑層） 潤滑油 － 1.252 1 0.001

（断 面）

③②①

①

②
③

【製品情報】
 導体の数、絶縁体、絶縁体（潤滑層）の数（員数）：1
 導体：JIS C 3102準拠の “電気用軟銅線”

 絶縁体：JIS C 2351 に準拠

 化学物質

絶縁体 ：報告対象物質の含有なし

絶縁体（潤滑層）：報告対象物質の含有なし

電線・ケーブル chemSHERPA-AI 作成事例 － ⑥ エナメル線（1 PEW １.２０mm） （１/４） －

【構造図】

【構造表】
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総質量 （g） を入力。 報告する単位は1 mあたりの質量。

作成した chemSHERPA-AI
ファイルを出力し保存する。

会社情報を押して、
会社情報を入力する。

“エラーチェック” ボタンを押し
、入力内容を確認する。

遵法判断を行う場合は、エリアにチェックマークを入れる
SCIP 情報が必要な場合は、各情報へチェックマークを入れる。

■ 基本情報画面

電線・ケーブル chemSHERPA-AI 作成事例 － ⑥ エナメル線（1 PEW 1.２０mm） （２/４） －

50

基本情報画面で “成分” の “表示” ボタンを押すと成分情報画面、
“遵法” の “表示” ボタンを押すと遵法判断画面に変わる。
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■ 成分情報画面

電線・ケーブル chemSHERPA-AI 作成事例 － ⑥ エナメル線（1PEW １.２０mm） （３/４） －

各部位の質量（g）を入力する。

各部位の名称を
半角英数字で入力する。

“選択” ボタンを押し、
報告する物質を選択する。

物質の最大含有率 （%）
を入力する。

部位毎の員数を
入力する。

①
②
③

“選択” ボタンを押し、
材質を選択する。

“確定” ボタンを押し、
成分情報を確定する。

“エラーチェック” ボタンを押し、
入力内容の確認を行う。

“遵法判断情報画面に移動” ボタンを押す
と、遵法判断情報画面へ遷移する。
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“成分→遵法判断変換” ボタンを押
し、対象物質と判定対象を紐付ける。

“確定” ボタンを押し、遵法判断情報
を確定する。

“エラーチェック” ボタンを押し、
入力内容の確認を行う。

※ 対象物質が表示されない場合は、
判定対象が無いことになる。

“判定対象” タブの “ONのみ表示” にチェックマークを入れて、
判定対象の対象物質を表示する。

“基本情報画面へ戻る” ボタンを押すと、
基本情報画面へ遷移する。

電線・ケーブル chemSHERPA-AI 作成事例 － ⑥ エナメル線（1 PEW １.２０ mm） （４/４） －

52

■遵法判断情報画面
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部位 材料
厚さ

（mm）

外径

（mm）
員数

部位質量

（g / m ）

製品質量

（g / m ）

① 導体 軟銅線 （1 / 2.6 ） － 2.6 1 47.2

65.0001② 絶縁体 ＰＶＣ コンパウンド 1.0 4.6 1 17.8

③ 表示 インキ － 4.6 1 0.0001

【製品情報】
 導体の数 （員数） ： 1
 絶縁体の数 （員数） ： 1
 導体 ： JIS C 3102 準拠 の “電気用軟銅 ”

 化学物質 ： 絶縁体 ： PVC （ 60 ％）

電線・ケーブル chemSHERPA-AI 作成事例 － ⑦ ６００ Ｖ 屋内用ビニル絶縁電線 （１/４）－

I V 2.6mm

③②①

（断 面）

① ②

【構造図】

【構造表】
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■基本情報画面

総質量 （g）を入力。 報告する単位は1mあたりの質量。

電線・ケーブル chemSHERPA-AI作成事例 － ⑦ ６００ Ｖ 屋内用ビニル絶縁電線 （２/４） －

54

基本情報画面で “成分” の “表示” ボタンを押すと成分情報画面、
“遵法” の “表示” ボタンを押すと遵法判断画面に変わる。
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各部位の質量(g)を入力 報告する物質を選択

報告物質の最大含有率を入力

員数：1

①
②
③

絶縁体の材料、PVC 混合物 17.8 g 中には、60 ％の PVC （任意報告）、
15 ％ の炭酸カルシウム（任意報告）が含まれている。

・各部位の名称を半角英数字で入力。
・絶縁電線という1つの機能を持つアーティクルの単位で

1 部品。

該当する法規制を入力

■ 成分情報画面

電線・ケーブル chemSHERPA-AI作成事例 － ⑦ ６００Ｖ 屋内用ビニル絶縁電線 （３/４） －
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①
③②

① “成分→遵法判断変換” を押すと、成分
情報に準じた判定をすることができる。
（判定後のログ表示は閉じてOK）

② “判定対象” タブの “ONのみ表示” をチ
ェックすることで、該当する対象物質のみ
を抽出することができる。

③ “含有判定” タブにて、それぞれの法規制に
準じた判断をする。基本的には報告閾値以
上場合は 「Y」、それ以下の場合は「N」 と
選択する必要がある。
（一度 「N」 にすると含有量などがクリアさ
れるので注意）

■ 遵法判断情報画面

電線・ケーブル chemSHERPA-AI 作成事例 － ⑦ ６００Ｖ 屋内用ビニル絶縁電線 （４/４） －
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部位 材料
厚さ

（ mm ）
外径

（ mm ）
員数

部位質量

（ g / m ）
製品質量

（ g / m ）

① 導体 軟銅より線 （30 / 0.18 A ） － 1.1 1 6.76

12.0001
② 導体めっき すず － 1.1 1 0.04

③ 絶縁体 ＰＶＣコンパウンド 0.6 2.3 1 5.20

④ 表示 インキ 0.0001 2.3 1 0.0001

電線・ケーブル chemSHERPA-AI 作成事例 － ⑧ UL機器電線 （１/４） －

【構造図】

【構造表】

【製品情報】
 導体の数 （員数） ： 1
 絶縁体の数 （員数） ： 1
 導体材質 ： JIS C 3152 準拠 の “すずめっき軟銅線”

スズめっきと銅線は導体として1 つのアーティクルとする

 化学物質 ： 絶縁体：

PVC （ 60 ％）

三酸化アンチモン （ １％ ）
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■ 基本情報画面

総質量 （g）を入力。 報告する単位は1mあたりの質量。

電線・ケーブル chemSHERPA-AI 作成事例 － ⑧ UL機器電線 (２/４) －

58

基本情報画面で “成分” の “表示” ボタンを押すと成分情報画面、
“遵法” の “表示” ボタンを押すと遵法判断画面に変わる。
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■ 成分情報画面

該当する法規制を入力する。

電線・ケーブル chemSHERPA-AI 作成事例 － ⑧ UL 機器電線 （３/４） －

59

絶縁体の材料、PVC 混合物 5.2 g 中には、60 ％の PVC （任意報告）、1 ％の三酸化二アンチモンが含まれて
いる。そのほか可塑剤等は規制外のものを使用しているため記載していない。

各部位の質量（g）を入力 報告する物質を選択 報告物質の最大含有率を入力

員数：1

①
②

・各部位の名称を半角英数字で入力
・絶縁電線という1つの機能を持つアーティクルの単位で1部品

④

③
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①
③②

① “成分→遵法判断変換” を押すと、成分
情報に準じた判定をすることができる。
（判定後のログ表示は閉じてOK。）

② “判定対象” タブの “ONのみ表示” をチ
ェックすることで、該当する対象物質のみ
を抽出することができる。

③ “含有判定” タブにて、それぞれの法規
制に準じた判断をする。基本的には報告
閾値以上場合は 「Y」、それ以下の場合は
「N」 と選択する必要がある。
（一度 N にすると含有量などがクリアされ
るため注意する。）

■ 遵法判断情報画面

電線・ケーブル chemSHERPA-AI 作成事例 － ⑧ UL機器電線 （４/４） －
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 関連情報

 chemSHERPA by JAMP ホームページ
https://chemsherpa.net/

 chemSHERPA成形品データ（AI）作成支援ツール
https://chemsherpa.net/tool/

 chemSHERPA管理対象物質説明書・参照リスト
https://chemsherpa.net/tool#declarable

 chemSHERPAツール技術情報/データ事例サンプル
https://chemsherpa.net/tool#sample
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